
 

かったが，今後も受験者がその力を最大限に発揮できるような作問をお願いしたい。扱われる英文

については，その題材や形式については幅広いものとなるように今後も検討をお願いしたい。そう

したことによって，教員の実際の指導や生徒の学びもより豊かなものになっていくと考えられる。 

４ 今後の共通テストへの要望  

新課程入試に伴い，今年は試作問題を反映した新しい形式の問題が加わったが，その試みの結果

についての検証が今後必要であると思われる。本稿でもいくつか言及したが，改訂の目的が十分に

達せられたかについて議論の余地がある問題もあった。2022年に大学入試センターより公表された

「令和７年度大学入学共通テスト出題の方向性及び試作問題の公表に関する説明資料」には，『５領

域の力を総合的に育成する「英語コミュニケーションⅠ」「Ⅱ」と，発信力の強化をねらいとした「論

理・表現Ⅰ」の内容に対応』とある。後者の「論理・表現Ⅰ」は『「話すこと［やり取り］」，「話す

こと［発表］」及び「書くこと」の主に３領域を中心とした発信技能の強化』をそのねらいとしてい

るが，今回の問題形式がそれを十分に反映したものであったかについては改めて議論をお願いした

いところである。 
問題作成方針において，『「高等学校において，英語を「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［や

り取り］」，［発表］・「書くこと」を統合した言語活動の充実が図られることを踏まえ，情報や自分の

考えを適切に表現したり伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何をどのよ

うに取り上げるかなどを判断したりする力を重視する』とあり，５領域を統合した指導によって育

成される力を問うものとしている。目標としては大変崇高なものであり，教育現場としても技能統

合的な活動や発信技能の強化に向けて更なる授業改善を図ろうとする動機付けにもなっている。だ

からこそ，そういった指導によって受験者が共通テストで十分に力を発揮する問題作成となってい

るかについて更なる検証をお願いしたいところである。 
これまでも大胆な提案として，将来は英語リーディング試験をリーディングとライティングの２

つの技能を測定する試験に，英語リスニング試験をリスニングとスピーキングを測定する試験に変

更していくことを検討していただくことをお願いしてきた。後者のスピーキングテストについては，

多くの学校現場でタブレットを利用した試験が毎年実施されており，ＡＩ技術を利用すれば短期間

で採点することも可能であろう。ＡＩを活用した音声採点システムの開発は進んでおり，複数のシ

ステムを組み合わせることで偏りを排した採点が可能となるのではないだろうか。他の３つの領域

の測定については，従来の方法に従い問題の構成を変えるだけで可能になる。外部試験の利用は評

価基準が複数になり，異なる試験を同一の入学試験に利用することは公平性を担保する上で大きな

問題となるが，共通テストで評価を一本化すれば全ての問題が解決されることは間違いないと判断

する。  
また，共通テストの得点については，少なくとも国公立大学への出願開始前に受験者に開示して

いただくことを強く要望したい。受験者は試験中に自らの解答を問題冊子に記録し，試験後は自己

採点を行い，そのデータを基に出願の作業に取りかかる。中には解答を転記し損ね，答案を再現す

る学生もいる。試験時間が足りない上に自分の解答を転記して，決して完全とは言えない自己採点

を基に次の個別試験に向けて出願をすることは非常に負担が大きく酷なことだと思われる。得点を

開示するまでにとてつもない時間を要することは想像できるが，あらゆることを合理化して何とか

実現していただきたい。  

 

第３ 問題作成部会の見解  

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲）  

○ 高大接続改革の中で，高等学校学習指導要領の趣旨を踏まえ，各大学の個別選抜や総合型選抜

等を含む大学入学者選抜全体において，「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の総合的

な英語力を評価することが求められている。共通テスト「外国語（英語）」は，「リーディング」形

式と「リスニング」形式の問題を通して，文字や音声による試験の特徴を生かしながら，以下のよ

うに可能な限り総合的な英語力を評価する。 

・コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，情報や考えなどの概要や要点，詳

細，話し手や書き手の意図などを的確に理解する力を引き続き重視する。 

・併せて，高等学校において，英語を「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［やり取り］，［発表］」・

「書くこと」を統合した言語活動の充実が図られることを踏まえ，情報や自分の考えを適切に

表現したり伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何をどのように取り

上げるかなどを判断したりする力を重視する。 

・また，コミュニケーションを支える基盤となる音声や語彙，表現，文法等に関する知識や技能に

ついても，上記の力を問うことを通して引き続き評価する。 

○ 「リーディング」，「リスニング」ともに，共通テストの問題のレベルは，出題範囲としている科

目（「英語コミュニケーションⅠ」，「英語コミュニケーションⅡ」及び「論理・表現Ⅰ」）の目標及

び内容（言語活動の例，言語の使用場面や働きの例など）等に対応したものとする。その際，多様

な入学志願者の学力を適切に識別できるよう，引き続き，CEFRの概ねA1～B1レベルを目安として

問題のテクスト，使用する語彙，タスクなどを設定し，問題を作成することとする。 

○ 「リーディング」の表記については，現在国際的に広く使用されているアメリカ英語に加えて，

場面設定によってイギリス英語を使用することもある。 

○ 「リスニング」の音声については，多様な話者による現代の標準的な英語を使用する。また，読

み上げ回数については，１回読みと２回読みの両方の問題を含む構成で実施することとする。 

２ 各問題の出題意図と解答結果 

本部会では上記の方針を踏まえ，高等学校卒業段階で到達すべき英語力を公正かつ正確に測定す

る問題作成に向けての検討を継続的に行ってきている。令和７年度共通テストでは，平成30年に告

示された学習指導要領に基づく教育課程を踏まえ，新傾向の問題（第４問と第８問）を出題した。ま

た，昨年度までに実施した共通テストの結果を踏まえ，各大問で測るべき言語能力を検証し，様々な

方法で問うことができるよう配慮した。さらに，実際のコミュニケーションを重視するという観点

から，問題の指示文等を英語とする形式も踏襲した。問題構成については，昨年度まではＡ，Ｂの２

題で構成される大問が存在したが，本年度は新傾向の問題が二つ加わることを考慮し，全ての大問

が１題で構成されるシンプルな形式に整えた。その結果，設問数は33，解答数は44，本文と設問及び

選択肢を合わせた総語数は約5,600語となった。  

各大問の出題意図は以下のとおりである。 

 

第１問 簡単な語句や比較的平易で短い文で書かれているテクストを読み，情報を理解する力を

測る。ここでは，水槽で魚を飼うことについてのパンフレットを読む。 
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第２問 簡単な語句や比較的平易で短い文で書かれている説明を読み，その概要や要点を把握し

たり，推測したり，また，事実と意見を整理しながら情報を読み取ったりする力を測る。

ここでは，未来の交通手段（空飛ぶ車）に関するブログ記事を読む。 

第３問 平易な英語で書かれたごく短い物語文を読み，概要・展開を把握する力を問う。ここで

は，バンド活動を通じてメンバーたちが成長していく様子が書かれた文章を読む。 

第４問 英語の授業において文章を作成する過程で，自分が書いた原稿に対する教師のコメント

を踏まえて，読み手に分かりやすいように文章の論理の構成や展開に配慮して文章を修

正する力を問う。ここでは，推敲することを前提にスローライフに関する作文を読む。 

第５問 平易な英語で書かれた複数の資料を比較しながら，必要な情報を読み取り，論理の展開

や書き手の意図を理解する力を問う。ここでは，ある会議の運営に関するメールのやり

取りと，会議当日のスケジュールを読む。 

第６問 平易な英語で書かれた物語を読み，その概要を把握する力を問う。ここでは，悩めるス

ーパーヒーローのブルーバードが，真の意味でのヒーローになるまでの物語を読む。 

第７問 日常的，社会的話題に関する文章を読み，概要を把握し，情報を整理する能力や論理展

開を把握する能力を測る。ここでは，動物の睡眠のパターンに関する記事を読む。 

第８問 社会的な問題に関して異なる意見が書かれた複数の資料を読んで理解した上で，自分の

とる立場を支持する資料を見極め，作文のアウトラインを作成するために様々な資料か

ら情報を得る力を問う。ここでは，宇宙開発の是非についての資料を読む。 

 

本年度の「英語（リーディング）」の本試験受験者数は453,668人で，昨年度の449,328人より若干

増加した。平均点は昨年度の51.54点よりやや上昇し，57.69点であった。難易度及び得点状況の観点

から今回の試験はおおむね適切なレベルであったと言える。また，試験の信頼性や，識別力も高く，

全体的にバランスのとれた標準的な問題であった。各問題の解答結果について以下に詳細を述べる。  

第１問の各正答率は想定の範囲内であったが，問３は比較的低かった。この問いは，パンフレット

に書かれた説明を読み，適切に装飾された水槽のイラストを選ぶ問題であったが，文章で書かれた

内容を頭の中で映像化した上で解答するという作業が，受験者にとって負荷がかかるものであった

可能性がある。 

第２問の各正答率も想定の範囲内であったが，問２は比較的低かった。この原因の一つには，本文

中では動詞句で書かれていた内容が正解選択肢では名詞句で表現されていたことがあるかもしれな

い。この問い自体の識別力に問題はなく，学校現場におけるリーディング指導への波及効果を期待

して，今後も同様の形式を出題の選択肢として維持することは妥当であると考える。 

第３問においては，問１が本試験「英語（リーディング）」の中で最も高い正答率であった。この

問いは物語の語り手が誰かという，内容を理解する上で不可欠な情報を答えさせる問題であり，こ

れに多くの受験者が正解できたということは，物語の展開を理解する上で重要な情報の読み取りが

できていたことを示している。一方で，この設問の識別力は高いとは言えない。今後の問題作成でも

引き続き文章と設問の難易度のバランスに配慮していきたい。また，問２は物語の展開を問う問題

で，選択肢を時系列に並べ替える完答問題であった。この問いの正答率は41.37%と比較的低くはあ

ったが，識別力は高かった。 

第４問は今年度から導入された新傾向の大問の一つである。問２と問４の正答率が比較的高かっ

たものの，各設問の識別力は一定程度あった。  

第５問は，複数の文章から読み取った情報を統合して情報を整理しなければならないことから，

思考力・判断力がより一層求められる大問であった。五つの設問の中で問４の正答率は85.65%と比

 

較的高めであり，識別力は高いとは言えなかった。今後の問題作成の参考にしたい。 

第６問全体の難易度はおおむね適切であった。四つの設問のうち，問１と問４の正答率が他と比

べて低めであったが，どちらも完答問題であったことが理由の一つであると考えられる。また，展開

が時系列で描かれていなかったことにより，特に問１のような時系列に並べ替える問題の難易度が

上がったのではないかと思われる。問１は上位層を識別しており，受験者の英語力を測る上でこの

ような問いが含まれることは望ましいとも言える。 

第７問全体の難易度はおおむね適切であった。五つの設問のうち問３は完答問題で，正答率は

35.19%と比較的低かった。この問いは本文と一致する選択肢を五つの中から二つ選ぶ問題で，本文

に書かれている情報を取捨選択しながら，文章と選択肢を読み進める力が求められる。他の問いと

比べ，やや負荷の高いものになったかもしれない。  

第８問は今年度から導入された新傾向の大問の一つである。この大問は長めの文章を一つ読むの

ではなく，短めの文章を複数読む構成になっているが，各問いに正解するためには，それぞれを細部

までしっかりと読み込まなければならない。各問いの正答率を概観すると，文章が短いからといっ

て解答が容易だったというわけでもなく，想定した難易度の範囲に収まっていた。また，ある主張を

支持する情報をグラフから読み取り，その説明として適切なものを選択肢から選ぶ問５は，選択肢

の語数が受験者にとって負荷になった可能性があるものの，「情報や自分の考えを適切に表現したり

伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何をどのように取り上げるかなどを

判断したりする力」を間接的に測ろうとしており，今後も続けて出題するべき問いであると考える。 

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見等についての見解 

各方面からはおおむね肯定的なコメントが得られた。 

まず，高等学校教科担当教員からは，「様々な難易度の設問がバランス良く配置されている」「場

面・状況設定が適切になされている」など，高い評価を得た。特に，「分量に関して大幅な改善が見

られ（中略）受験者が十分に考えて設問に答えることができるようになったと思われる」というコメ

ントから，共通テストが必ずしも読むスピードだけを追求している試験ではなく，受験者の英語力

を多岐にわたって測ろうとしていることが改めて確認された。 

さらに，新傾向である第４問について，「適切に受験者の英語力を測ることができていたと思われ

る」との評価を得た。一方で，「推敲のためのコメントは，実際の作文の推敲過程を考えると他の書

き方も考えられるかもしれない」，「設問に加えないコメントがあっても良いだろう」といった提案

が寄せられた。今後の問題作成の参考にさせていただきたい。 

第７問については，「英文の難易度は第７問として適切である」という評価を得たが，各設問で

は，「問３においては，誤答である⑤⑤の意味が受験者にとって理解しづらく，難易度の高い設問とな

った」，「問５は内容として第７パラグラフのタイトルを考える問題であったが，パラフレーズされ

たキーワードが理解できるかが問われる適切な設問である」などのコメントが寄せられた。今後の

問題作成において，設問の質を更に向上させるために，これらの御意見を生かしていきたい。 

第８問も新傾向対応の問題だったが，「作文を書くというタスクに沿った設問となっており，適切

な設問，難易度であった」と評価していただいたことに加えて，「問題を多角的に捉えた上で自分の

意見を述べるという実際の学習過程も踏まえられている」とのコメントを頂き，この新傾向の問題

が，教育現場に良い波及効果をもたらすことができる可能性を示唆している。 

教育研究団体からは，テスト全体について，「様々な資料や図表を通して英文を読み，知識・技能

や思考力・判断力・表現力等を問う内容となっている」，「学習指導要領における目標を反映した出題

となっている」と高い評価を頂いた。一方で，「様々なテーマや形式の設問に対応するためには，受
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第２問 簡単な語句や比較的平易で短い文で書かれている説明を読み，その概要や要点を把握し

たり，推測したり，また，事実と意見を整理しながら情報を読み取ったりする力を測る。

ここでは，未来の交通手段（空飛ぶ車）に関するブログ記事を読む。 

第３問 平易な英語で書かれたごく短い物語文を読み，概要・展開を把握する力を問う。ここで

は，バンド活動を通じてメンバーたちが成長していく様子が書かれた文章を読む。 

第４問 英語の授業において文章を作成する過程で，自分が書いた原稿に対する教師のコメント

を踏まえて，読み手に分かりやすいように文章の論理の構成や展開に配慮して文章を修

正する力を問う。ここでは，推敲することを前提にスローライフに関する作文を読む。 

第５問 平易な英語で書かれた複数の資料を比較しながら，必要な情報を読み取り，論理の展開

や書き手の意図を理解する力を問う。ここでは，ある会議の運営に関するメールのやり

取りと，会議当日のスケジュールを読む。 

第６問 平易な英語で書かれた物語を読み，その概要を把握する力を問う。ここでは，悩めるス

ーパーヒーローのブルーバードが，真の意味でのヒーローになるまでの物語を読む。 

第７問 日常的，社会的話題に関する文章を読み，概要を把握し，情報を整理する能力や論理展

開を把握する能力を測る。ここでは，動物の睡眠のパターンに関する記事を読む。 

第８問 社会的な問題に関して異なる意見が書かれた複数の資料を読んで理解した上で，自分の

とる立場を支持する資料を見極め，作文のアウトラインを作成するために様々な資料か

ら情報を得る力を問う。ここでは，宇宙開発の是非についての資料を読む。 

 

本年度の「英語（リーディング）」の本試験受験者数は453,668人で，昨年度の449,328人より若干

増加した。平均点は昨年度の51.54点よりやや上昇し，57.69点であった。難易度及び得点状況の観点

から今回の試験はおおむね適切なレベルであったと言える。また，試験の信頼性や，識別力も高く，

全体的にバランスのとれた標準的な問題であった。各問題の解答結果について以下に詳細を述べる。  

第１問の各正答率は想定の範囲内であったが，問３は比較的低かった。この問いは，パンフレット

に書かれた説明を読み，適切に装飾された水槽のイラストを選ぶ問題であったが，文章で書かれた

内容を頭の中で映像化した上で解答するという作業が，受験者にとって負荷がかかるものであった

可能性がある。 

第２問の各正答率も想定の範囲内であったが，問２は比較的低かった。この原因の一つには，本文

中では動詞句で書かれていた内容が正解選択肢では名詞句で表現されていたことがあるかもしれな

い。この問い自体の識別力に問題はなく，学校現場におけるリーディング指導への波及効果を期待

して，今後も同様の形式を出題の選択肢として維持することは妥当であると考える。 

第３問においては，問１が本試験「英語（リーディング）」の中で最も高い正答率であった。この

問いは物語の語り手が誰かという，内容を理解する上で不可欠な情報を答えさせる問題であり，こ

れに多くの受験者が正解できたということは，物語の展開を理解する上で重要な情報の読み取りが

できていたことを示している。一方で，この設問の識別力は高いとは言えない。今後の問題作成でも

引き続き文章と設問の難易度のバランスに配慮していきたい。また，問２は物語の展開を問う問題

で，選択肢を時系列に並べ替える完答問題であった。この問いの正答率は41.37%と比較的低くはあ

ったが，識別力は高かった。 

第４問は今年度から導入された新傾向の大問の一つである。問２と問４の正答率が比較的高かっ

たものの，各設問の識別力は一定程度あった。  

第５問は，複数の文章から読み取った情報を統合して情報を整理しなければならないことから，

思考力・判断力がより一層求められる大問であった。五つの設問の中で問４の正答率は85.65%と比

 

較的高めであり，識別力は高いとは言えなかった。今後の問題作成の参考にしたい。 

第６問全体の難易度はおおむね適切であった。四つの設問のうち，問１と問４の正答率が他と比

べて低めであったが，どちらも完答問題であったことが理由の一つであると考えられる。また，展開

が時系列で描かれていなかったことにより，特に問１のような時系列に並べ替える問題の難易度が

上がったのではないかと思われる。問１は上位層を識別しており，受験者の英語力を測る上でこの

ような問いが含まれることは望ましいとも言える。 

第７問全体の難易度はおおむね適切であった。五つの設問のうち問３は完答問題で，正答率は

35.19%と比較的低かった。この問いは本文と一致する選択肢を五つの中から二つ選ぶ問題で，本文

に書かれている情報を取捨選択しながら，文章と選択肢を読み進める力が求められる。他の問いと

比べ，やや負荷の高いものになったかもしれない。  

第８問は今年度から導入された新傾向の大問の一つである。この大問は長めの文章を一つ読むの

ではなく，短めの文章を複数読む構成になっているが，各問いに正解するためには，それぞれを細部

までしっかりと読み込まなければならない。各問いの正答率を概観すると，文章が短いからといっ

て解答が容易だったというわけでもなく，想定した難易度の範囲に収まっていた。また，ある主張を

支持する情報をグラフから読み取り，その説明として適切なものを選択肢から選ぶ問５は，選択肢

の語数が受験者にとって負荷になった可能性があるものの，「情報や自分の考えを適切に表現したり

伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何をどのように取り上げるかなどを

判断したりする力」を間接的に測ろうとしており，今後も続けて出題するべき問いであると考える。 

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見等についての見解 

各方面からはおおむね肯定的なコメントが得られた。 

まず，高等学校教科担当教員からは，「様々な難易度の設問がバランス良く配置されている」「場

面・状況設定が適切になされている」など，高い評価を得た。特に，「分量に関して大幅な改善が見

られ（中略）受験者が十分に考えて設問に答えることができるようになったと思われる」というコメ

ントから，共通テストが必ずしも読むスピードだけを追求している試験ではなく，受験者の英語力

を多岐にわたって測ろうとしていることが改めて確認された。 

さらに，新傾向である第４問について，「適切に受験者の英語力を測ることができていたと思われ

る」との評価を得た。一方で，「推敲のためのコメントは，実際の作文の推敲過程を考えると他の書

き方も考えられるかもしれない」，「設問に加えないコメントがあっても良いだろう」といった提案

が寄せられた。今後の問題作成の参考にさせていただきたい。 

第７問については，「英文の難易度は第７問として適切である」という評価を得たが，各設問で

は，「問３においては，誤答である⑤⑤の意味が受験者にとって理解しづらく，難易度の高い設問とな

った」，「問５は内容として第７パラグラフのタイトルを考える問題であったが，パラフレーズされ

たキーワードが理解できるかが問われる適切な設問である」などのコメントが寄せられた。今後の

問題作成において，設問の質を更に向上させるために，これらの御意見を生かしていきたい。 

第８問も新傾向対応の問題だったが，「作文を書くというタスクに沿った設問となっており，適切

な設問，難易度であった」と評価していただいたことに加えて，「問題を多角的に捉えた上で自分の

意見を述べるという実際の学習過程も踏まえられている」とのコメントを頂き，この新傾向の問題

が，教育現場に良い波及効果をもたらすことができる可能性を示唆している。 

教育研究団体からは，テスト全体について，「様々な資料や図表を通して英文を読み，知識・技能

や思考力・判断力・表現力等を問う内容となっている」，「学習指導要領における目標を反映した出題

となっている」と高い評価を頂いた。一方で，「様々なテーマや形式の設問に対応するためには，受
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験者にとってはかなりの速読力が求められ，最後まで解き終えることができなかった受験者がいた

ことが予想される」とのコメントもいただいた。「読みの流暢さ」が英語力における重要な構成要素

の一つであることを踏まえると，問題作成においてこの観点を加えることは必ずしも不適切ではな

いと言える。ただし，速く読むことばかりが優先されることは望ましくないため，行間や書き手の意

図を読み取らせる問いや，読み取った情報を整理した上で考えさせる問いも一定数含んできた。「速

読と精読のバランスの観点，特に思考力を測定する観点からすると，今後も語数を増やすことにつ

いては慎重になるべきである」ということを念頭に置いて，引き続き良問の作成を目指していきた

い。  

新傾向の出題となった第４問については，「技能を統合させて英語の力を測ろうとする」試みが，

今回の設問で「実現できているとは言い難い」とのコメントが寄せられた。引き続き出題意図に沿っ

た良問の作成に尽力していきたい。 

第７問については，問２に対して，「このように情報を図と関連付けるような問題はとても好まし

いものである」とのコメントが寄せられた。今後も設問のバリエーションに偏りが出ないように，

様々な形式の問いの作成を試みたい。  

第８問については，問３に対して，「５人の意見と要点をまとめながら効率良く情報をまとめてい

く必要があり，共通テストらしい作問となっている」というコメントが，問４に対して，「情報の整

理には時間を要したと思われるが，選択肢の紛らわしさはなく，受験者の力を測る良問であったと

言える」とのコメントが寄せられた。出題意図が反映された良問であるという評価を得たと解釈し，

今後も引き続き良問の作成を目指していきたい。  

最後に，今年度の「英語（リーディング）」の本試験について特に評価していただいた点を二つ挙

げたい。一つは，分量が適切であるということ，もう一つは選択肢の紛らわしさによる過度な負荷が

見受けられなかったことである。この２点については，本試験作成過程において部会として特に留

意した点であり，その成果が確認されたことを受け，今後の問題作成においても引き続き注意を払

っていきたい。  

４ ま  と  め 

「英語（リーディング）」は，全科目の中で最も多くの受験者が受験する科目であることから，大

問ごとにCEFRのA1からB1相当のレベルまでの難易度を設定し，幅広い受験者層に対応できる問題構

成としている。今年度の共通テストではこのレベル設定を保ちつつ，学習指導要領の改訂に沿った

新傾向の問題が初めて出題された。あらかじめ試作問題が公開されていたこともあり，特に混乱は

見られなかった。平均点や得点分布，そして設問ごとの正答率等の結果から，試験は適切な難易度で

あったと言える。また，各設問はおおむね高い識別力があることも示されたことから，受験者の英語

力を適切に測ることができたと考える。 

今後も高等学校においては，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，情報や考

えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解する力の育成を目指し，技能を

統合した言語活動の充実が図られることが期待される。そのような授業を経て英語力を培った受験

者たちが，存分に実力を発揮して取り組める問題作成に引き続き取り組んでいきたい。 

 

『英語（リスニング）』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文  

令和７年度共通テストの「英語（リスニング）」の受験者は，本試験が451,864人（昨年度は447,519

人）で，受験者全体の約97.91％（昨年度は約98.10％）に当たる。このことは，本テストの実施そ

のものや，問題の質や難易度，使用される言語材料等が，受験者のみならず，全国の高等学校関係

者及び英語教育関係者等，多方面に与える影響が非常に大きいことを意味している。満点は「英語

（リーディング）」と同じ100点であり，平均点は61.31点（昨年度は67.24点）であった。  

なお，評価に当たっては，21ページに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲 

内容・範囲に関しては，「英語コミュニケーションＩ」「英語コミュニケーションⅡ」「論理・表現

Ｉ」を網羅している。題材は受験者にとって身近な話題から社会的な問題までと幅広く，絵や図表

を見て答える問題，講義を聞いて内容をまとめる問題，二者や三者による会話を聞いて内容を把握

し，知識を活用したり思考力を発揮したりして答える問題等で構成されていた。 

第１問Ａ 短い発話を聞いて，内容に合う英文を選ぶ問題。天候条件に触れながら車の送迎を頼む，

宿題終了後に泳ぎに出かけることを提案する，券売機で小銭が利用できないため小銭を借りる，

行き先未定の校外研修の行き先についての希望を述べる等，自然なコミュニケーション場面であ

る。問３は，紙幣を受け付けない券売機という設定にやや不自然さがある。 

第１問Ｂ 短い発話を聞いて，内容に合う絵を選ぶ問題。腕時計の色と形の特徴，複数人の防寒具

着用状況，犬に引っ張られ助けが必要と思われる子供の様子，予想外の釣果であった釣り人の様

子が描写されている。 

第２問 日本語で示されている場面設定に基づき，短い対話を聞いて，適切なものを選ぶ問題。ス

マートフォン画面のアプリ配置を説明する，買うべき洗剤を容器の形とデザイン・値段から絞り

込む，条件を基に目的地に向かうルートを決定する等の場面が描写されている。問11については，

単純な路上での道案内ではなく，条件をすり合わせながらルートを選ぶという，より受験者が遭

遇しやすい場面設定であった。また，複数の条件を正確に聞き取るという問いたい力に沿い，簡

略化されたルート図を示すという工夫があった。 

第３問 短い対話を聞いて，示されている質問に合致する内容を選ぶ問題。博物館への入館方法を

示す，目的の教室の場所を確認する，条件を踏まえて移動手段を選ぶ，練習日程を相談する，子

供時代に集めていた物について話す，一度紛失した財布についての心配事を伝える等，コミュニ

ケーションの必然性が十分意識された場面設定である。問15は，練習日程を相談するというコミ

ュニケーションの主題から外れたものが問われており，やや不自然である。 

第４問Ａ グラフや表を描写する英文を聞いて，図表中に欠けている情報を補う問題。問18～21は

朝食の好みの調査結果に基づき，各折れ線グラフに示される増減の様子を表す多様な表現を聞き

取ることが求められる。問22～25は，１週間の天気予報の表を完成させるために，曜日の順番ど

おりに展開する発話を正確に聞き取ることが求められる。 

第４問Ｂ ビーチの特徴を説明する四人の発話を聞き，３つの条件全てを満たすものを選ぶ問題。

表にあるビーチの順で，サーファーの数，波の高さ，海岸清掃活動の有無という条件が発話され
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